




『週刊マーガレット』1968 年 1 月 7 日号（第 6 巻第 1号）から連載が開始さ
れ、三年という当時の週刊少女マンガ誌掲載作品としては初の長期連載(註1）
となった浦野千賀子「アタック No.1」（連載終了 1970 年 12 月 13 日号［第 8
巻第 52 号］）は、少女マンガにおける所謂スポ根マンガ(註2）の先駆けとして
その名が知られる作品である。米沢嘉博は、その著書『戦後少女マンガ史』
（新評社、1980 年 1 月初出。引用はちくま文庫、2007 年 8 月に拠った。）の中
で、スポ根マンガが少年マンガに続き、少女マンガでもブームとなる端緒を開
いた作品として浦野の「友情の回転レシーブ」（『週刊マーガレット』1967 年 4







































4 月号［第 6 巻第 5 号]〜1968 年 3 月号［第 23巻第 3 号］）や横山光輝「鉄人
28 号」（『少年』1956年 7月号［第 11巻第 8号]〜1966年 5月号［第 21巻第 6
号］）等を取り上げ、「簡素な表現で形成されていたマンガの登場人物のなか
で、性、死、内面、成長などの身体性がどのように強められ、また、どのよう





































てうれしいわ。がんばってね。」（1968 年 2 月 4 日号［第 6 巻第 5 号］p64）、
「ことしもうんと、スポーツまんがをかいてください。わたしたち、クラス全
員でおうえんしてるのよ。」(1968 年 2 月 18 日号［第 6 巻第 7号］p170)、「わ
たしは小学校四年のおてんば少女です。先生のかかれた『スポーツまんが』は
ぜんぶすきよ。」（1968 年 2 月 25 日号［第 6 巻第 8 号］p54）など、とりわけ
目に着くのは浦野の「スポーツまんが」を支持する声である。1966年 6月号








とするわ。いやなことがあると、何回もよんでいるの。」（1968 年 2 月 11 日号
［第 6 巻第 6号］p150）や「わたしは先生の大ファンです。ほかのまんがとち
がって、友情やパンチがよくきいているんですもの。」（1968 年 4 月 7 日号
［第 6 巻第 14 号］p38）といった物語展開上の爽快感に加え、「浦野先生も学
生時代スポーツをなさったんでしょうね。それでないと、あのスリル、迫力は
えがけないわ。」（1968 年 2 月 25 日号 p66）、「先生は、バレーボールがおじょ
うずでしょうね。人物のポーズなど本当の試合をみているようよ。」（1968 年 5
月 26日号［第 6 巻第 21 号］p128）というスポーツ描写に魅力を見出す声も
見られる。このスポーツ描写への支持は、「友情の回転レシーブ」（「わたしも
バレーボールが大すきです。浦野先生の絵は、試合のようすがほんとによくか
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レーがじょうずになったといわれるわ。」（1968 年 7 月 21 日号［第 6 巻第 29
号］p15）、「わたし、こずえちゃんが大すきよ‼ だから、テレビ化されたと
きは、うれしくて、うれしくて‼／わたしもバレーボールをやるので、まんが







































































。」（1968 年 6月 16日号［第 6 巻第 24 号］p152）と
いった、身体的な強さへの憧れともとれる声が見受けられた。「はやく病気が
なおって、こずえちゃんのように、元気にバレーをしたいと思っています。」
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（「マーガレットファンの広場」（1968 年 3 月 17 日号［第 6 巻第 11 号］p214）、
「足がすこしわるいので、元気なこずえちゃんがうらやましいわ。」（1968 年 6
































































26 専修国文 第 96 号
図 1
浦野千賀子『アタック No.1①』ホーム社漫画
















































28 専修国文 第 96 号
図 3
浦野千賀子『アタック No.1①』ホーム社漫画
文庫、2003 年 1 月、p75
図 4
浦野千賀子『アタック No.1⑦』ホーム社漫画


























































































32 専修国文 第 96 号
図 7
浦野千賀子『アタック No.1②』ホーム社漫画
文庫、2003 年 1 月、p137
図 8
浦野千賀子『アタック No.1⑦』ホーム社漫画
文庫、2003 年 3 月、p209
とかね、描かざるをえないんですよ。この話はそうしないといけないと思うか
ら描く｣(註15）という、「巨人の星」と並び称されるスポ根少年マンガの代表作
「あしたのジョー」（高森朝雄原作『週刊少年マガジン』1968 年 1 月 10 日号



































































































































































































































































































































































36 専修国文 第 96 号
図 9
浦野千賀子『アタック No.1①』ホーム社漫画





















文庫、2003 年 3 月、p295
図 11
浦野千賀子『アタック No.1⑥』ホーム社漫画



















































































していることは間違いないだろう。浦野は本作の連載期間中の 1970 年 1 月に
長女・こずえを出産しており(註23)、この頃、丁度子を孕み生む身体としての
女性身体への関心の高まりがあったことは想像に難くない。現在、「子宮付属





































































註 手塚治虫「リボンの騎士」（『少女クラブ』1953 年 1 月号［第 31巻第 1
号]〜1956年 1月号［第 34巻第 1号］）など、月刊誌での長期連載作品
は、「アタック No.1」以前にも存在するが、週刊少女マンガ誌（『少女
フレンド』［1962 年創刊］及び『マーガレット』［1963 年創刊］）で三年
弱におよぶ長期連載は「アタック No.1」が初であった。1970 年 1 月
11 日・18 日号（第 8巻第 2・3 号）には「アタック No.1 れんさい開始
























月号［第 14巻第 1号]〜7 月号［第 14巻第 9号]）をその嚆矢としてい
る。藤本由香里「少女マンガの源流としての高橋真琴」（『マンガ研究
vol.11』2007 年 3 月、日本マンガ学会、pp.64-91）を参照のこと。
註 〈記号的身体〉／〈生身の身体〉に関する詳細は、大塚英志『アトムの命
題 手塚治虫と戦後まんがの主題』（徳間書店 2003 年 4 月）、伊藤剛『テ





 管見の限りではあるが、連載開始年の 1968 年に、4 月 21 日号（第 6 巻
第 16号）、9 月 22 日号（第 6 巻第 38 号）の二回、1969 年に 1 月 12・
19 日号（第 7巻第 2・3 号）、3 月 16日号（第 7巻第 11 号）、5 月 25 日
号（第 7巻第 21 号）、9 月 21 日号（第 7巻第 38 号）、10 月 5 日号（第
7巻第 40 号）（ただし、この巻は「スポーツまんが大躍進号」と銘打た
れ、「アタック No.1」に加え、志賀公江「スマッシュを決めろ！」
（『週刊マーガレット』1969 年 8 月 17 日号［第 7巻第 33 号]〜1970 年 9
月 6日号［第 8巻第 36号］）と藤原栄子「ただいまの記録 2分 20秒 5」
（『週刊マーガレット』1968 年 8 月 11 日号［第 6号第 32 号]〜1969 年
12 月 14 日号［第 7巻第 50 号］）の三作のヒロインが表紙に描かれてい
浦野千賀子「アタック No.1」にみる身体表象―スポーツと女性身体の関係性 43
る。）、11 月 23 日号（第 7 巻第 47 号）の六回、1970 年に 4 月 19 日号







した。」（1968 年 5 月 5 日号［第 6 巻第 18 号］p62）、「『アタック No.1』
をみてからは、バレー部にはいりたくて、はいりたくて…。五年生なの
がうらめしいわ。」（1968 年 6月 2 日号［第 6 巻第 22 号］p48）、「わた
しは中学へ進んで、すぐバレー部にはいったの。こずえちゃんを目標に
して、毎日がんばっているのよ」（1968 年 6月 9日号［第 6 巻第 23 号］
p62）など。バレーをやっているという声については、「わたしもバ
レー部員よ。ポジションは前衛のライトです。先生の作品を読んでる
と、ファイトがわいてくるわ。」（1968 年 2 月 4 日号［第 6 巻第 5 号］
p62）、「わたしはバレー部にはいっています。『アタック No.1』のつづ
きが早くよみたくて、うずうずしてるの。」（1968 年 2 月 18 日号［第 6
巻第 7 号］p176）、「わたしは、中学二年で、バレー部にはいっていま
す。こずえさんの熱意と努力は、よくわかるわ。」（1968 年 2 月 25 日号
［第 6 巻第 8号］p58）など。
註 松田恵示『交叉する身体と遊び―あいまいさの文化社会学』世界思想
社、2001 年 5 月、pp.175-176




ト企画は、同年 6月 9日号（第 6 巻第 23 号）、1969 年 1 月 26日号（第
7 巻第 3 号）と三回行われ、同年 6 月 15 日号（第 7 巻第 24 号）から
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註10 第 2 回は「あなたも第 2のこずえちゃんになれる！」（3月 29 日号［第
8 巻第 13 号］pp.118-121）、第 3 回は「パスはバレーボールの生命で
す！」（4 月 5 日号［第 8巻第 14 号］pp.112-115）、第 4 回は「木の葉
おとしはあなたにもできる！」（4 月 12 日号［第 8 巻第 15 号］
pp.116-119）、第 5 回は「トスは試合の勝敗をにぎるカギ！」（4 月 19
日号［第 8 巻第 16 号］pp.144-147）、第 6 回は「スパイクこそバレー
ボールの花」（4 月 26 日号［第 8 巻第 17 号］pp.116-119）、第 7 回は





ィアスポーツ論』、世界思想社、2002 年 12 月、p150
註12 本稿における「アタック No.1」からの引用は、全て浦野千賀子『アタ











のがたり』自由国民社、1963 年 5 月、p72
註15 夏目房之介『消えた魔球―熱血スポーツ漫画はいかにして燃えつきたか































ポーツとジェンダー学会、2014 年 3 月、pp.14-15
註18 大松博文と市村清の対談「根性・闘魂・指導力 苦境に立てば立つほど
強くなる」（『文藝春秋』1964 年 11 月号［第 42 巻第 11 号］p100）よ
り。
註19 新雅史『「東洋の魔女」論』イースト新書、2013 年 7 月、pp.186-187
註20 ｢アタック No.1」の連載後に浦野が描いた、ハンドボールを題材とし
たスポ根少女マンガ「がめつくシュート！」（『週刊マーガレット』1971















④』ホーム社漫画文庫、2003 年 2 月、p270参照）、本作の男性キャラ
クターにおいては、筋肉が身体上に表出し得るものであることが分か
る。
註22 ｢特集マンガ 少女の三十年代［インタビュー］出逢いのつむぐもの 牧
浦野千賀子「アタック No.1」にみる身体表象―スポーツと女性身体の関係性 47
美也子さんに聞く」『彷書月刊』、2007 年 9 月号（通巻二六三号）、p18







（p15）こずえが急な腹痛で練習中に倒れる場面は、1970 年 6月 28 日号
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